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Ｈ２.１
(1) 問 2.2 と同様に、A から各点までの最短
経路の総数を書き込んでいくと下図の

ようになる。

よって、Aから Bまでの最短経路は 462
通りある。

(2) (1)の経路のうち P と Q の両方を通るも
のはないので、求めるものは Pを通る経
路の総数と Q を通る経路の総数の和と
なる。

Pまでの最短経路は(1)の図から 10通り。
その各々について、Ｐから Bまでの最短
経路は下図のように 20通りある。

よって、Pを通る最短経路は
20 010 2 0  通り。

Qまでの最短経路は(1)の図から 10通り。
その各々について、Qから Bまでの最短
経路は下図のように 15通りある。

よって、Qを通る最短経路は
15 510 1 0  通り。

以上より、Pか Qのどちらかを通る最短
経路は

200 150 350  通り。
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Ｈ２.２ 

AD CDHG面 なのでAD DG である。

(1) △ADG は∠D が直角の直角三角形なの
で、ピタゴラスの定理より
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Ｈ２.３ 
A から BC に下した垂線の足を H とすると、
△ABHは , 60 930 , 0  の三角定規の形で、
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(2) △ACHでピタゴラスの定理より
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(3) 内接円 Oと辺 AB, BC, CAの接点をそれ
ぞれ D, E, Fとおくと、半径 OD, OE, OF
はそれぞれ AB, BC, CAと垂直なので、
△ABCの面積を△OAB, △OBC, △OCA
に分割して計算すると
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と表せる。したがって、(1)より
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Ｈ２.４ 
(1)のみ丁寧に論じ、(2), (3)は略解とする。
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より、この関数のグラフは、頂点が (3, 2)
の下に凸な放物線である。

よって、xが 61 x ≦ ≦ を変化するとき

の

最小値は 2 ( 3 )y x  のとき

である。また、 1x   の方が 6x  よりも

3x  から離れているので、 1x   で最大
になると分かる。 1x   のとき、

2 2( 84) 1y   
だから、

最大値は 18 ( 1 )y x   のとき

である。
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より、 25 x ≦ ≦ におけるこの関数のグ

ラフは下図のよう。よって、

最大値は 29 ( 2 )y x  のとき

最小値は 3 ( 2 )y x    のとき
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より、 72 x ≦ ≦ におけるこの関数のグ

ラフは次の図のよう。よって、

最大値は 1 ( 2 )y x  のとき

最小値は 24 ( 7 )y x   のとき
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